



















































講 師 略 歴
ウィリアム・力リ一氏 元上智大学学長、上智大学名誉教授
佃ー可氏 (掛知識資源機構代表理事、側)全税共文化財団理事、煎茶道文化協会代表理事
鈴木良雄氏 専門図書館協議会事務局長
栗林裕子氏 富山大学附属図書館司書
総括:2011年の活動を振り返って
2011年はたくさんのことが起こった l年でした。特に 3月11日の東日本大震災は、忘れてはな
らない悲しい記憶として刻まれるでしょう。その一方で、国内はもちろん、海外からもたくさんの
支援が被災地へ寄せられました。国や文化の違いを超え、多くの人が手を取り支え合う姿勢に、あ
らためて異文化コミュニケーションの大切さを確認しました。それだけに、 100余年前、日本でそ
の異文化コミュニケーションを実践してきた小泉八雲の考えや生き方を知ることは、意義があるこ
とだと長年考えてきました。 2012年はこれまでの啓発活動をより充実させ、ヘルン文庫を通じて
文化の多様性を広く皆さんに知っていただき、また、学部内でヘルン研究会を立ち上げ、昨年申し
上げた、国内外でのへjレン研究されている方々と連携をもちながら富山大学をヘルンの情報の宝庫
として形づけていきたいと思います。そしてアメリカのニューオーリンズのトゥレイン大学やイリ
ノイ州のシカゴ大学等にヘルン文庫があるので富山大学のヘルン文庫との輪を世界中に広げていき
たいと思います。
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